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常症・ゴナドトロピン分泌異常症・バソプレシン分泌異常症および腎性尿崩症・偶発的下垂体腫瘍・自己免疫

性視床下部下垂体炎に分類し、それぞれの診療ガイドラインの問題点を検討のうえ、診療ガイドラインの策

定・改訂を行った。 

 

 

Ａ．研究目的 

    間脳下垂体疾患の診療に資する診断ガイドラ

インを策定する。 

 

Ｂ．研究方法 

疾患をACTH分泌異常症・GH分泌異常症(成人)・

GH分泌異常症(小児)症・TSH分泌異常症・PRL分

泌異常・ゴナドトロピン分泌異常症・バソプレシン

分泌異常症および腎性尿崩症・偶発的下垂体腫瘍・

自己免疫性視床下部下垂体炎に分類し、それぞれの

疾患を担当するチームにおいて最新の文献や諸外

国の診療ガイドラインを参考にして現行の診療ガ

イドラインにおける問題点を明らかにしたうえで、

診療ガイドラインの策定・改訂を行った。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし。 

 

Ｃ．研究結果 

クッシング病の診断と治療の手引きでは、保健適

応となっている方法や薬剤を用いるように改訂し

た。治療においては、手術によって腫瘍が完全摘出

されると、二次性副腎不全になることで、グルココ

ルチコイドの補充が一定期間必要となるが、急激な

血中コルチゾール低下によってサイトカインスト

ーム等が生じる例もあり、注意深い観察や十分なグ

ルココルチコイド補充が必要である事を追記した。 

 先端巨大症について、エビデンスに基づいて診断

基準における副症候および参考所見、診断、治癒基

準における75gOGTTのGH底値を修正、治療の手引き

における治療薬を最新の状況にアップデート、治

療指針についてもより具体的に改定した。 

 成人GH分泌不全症について、小児のチームと共同

でGH分泌不全症の小児期から成人期への移行・ト

ランジションの診断と治療の手引きを作成した。

成人GH分泌不全症の診断基準では、まず冒頭に疾患

概念の記載を追加した。さらにこれまで、成人に対

するGH治療適用基準（薬剤添付文書）と診断基準の

乖離があったが、その点を修正した。また重症度分

類と混同しやすいため「中等度GH分泌不全症」とい

う文言を「成人成長ホルモン分泌不全症の診断基準

に適合するもので、重症成人成長ホルモン分泌不全

症以外のもの。」という名称に変更した。 

小児GH分泌不全症については、主症候の成長障

害の定義について、平成26年度版では、頭蓋内器質

的疾患や他の下垂体ホルモン分泌不全がある場合

には、成長速度低下が「2年以上にわたるか否かを

問わず」とされていたが、2年未満の場合、どの程

度の観察期間が必要かを明確にする必要性につい

ても議論があった。このような議論を踏まえ、主症

候の中に「頭蓋内器質性疾患や他の下垂体ホルモン

分泌不全がある場合は、成長速度の観察期間は2年

未満でもよい」とし、注として6か月～1年間の成長

速度が標準値の−1.5SD以下で経過していることを

目安とすることを附記した。 

小児期から成人期への移行については、一定

期間投薬を中止して、IGF-1を参考にしながら、原

因疾患などを総合的に考慮して、成長ホルモン分

泌刺激試験を行い、再評価する必要があることを

手引きに記載した。 

下垂体性TSH分泌亢進症では、TSH不適合分泌症候

群(SITSH)を示す疾患群の鑑別診断をより容易とす

るように、参考事項の項目に、見かけ上のSITSHを
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示す病態について追加した。また、甲状腺ホルモン

不応症との鑑別診断が可能となるように、改訂案を

作成した。下垂体性TSH分泌低下症に関しては、検

査所見の項目については、重要な検査所見を上位に

配置し、間脳下垂体に器質的疾患を認める場合と、

認めない場合で確実例の診断を分けた。さらに除外

項目に非甲状腺疾患(低T3症候群)を除外する必要

性を考慮し、TRH試験の注意点を追加し、改訂案を

作成した。 

 高PRL血症について、主症候では男女共通項目の

追記、検査所見では各施設での基準値の違いを考慮

した高PRL血症の判定基準の変更を行った。また高

PRL血症の鑑別診断に関しては、下垂体病変におけ

る先端巨大症（PRL同時産生）の追記、高PRL血症を

きたす薬剤に関しては最近使用されるようになっ

た薬剤を追記した。 

PRL分泌低下症について、検査所見では各施設で

の基準値の違いを考慮したPRL低下の判定基準の変

更を行った。また下垂体腫瘍患者にTRH負荷試験を

施行する場合のリスクに関して追記を行なった。 

下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の定義及び小児

における中枢性思春期早発症の定義、これら疾患の

診断等に配慮した診断基準改定版を作成した。治

療においては、男性ゴナドトロピン分泌低下症、小

児女性ゴナドトロピン分泌低下症、成人女性ゴナド

トロピン分泌低下症と分けて記載し、他学会の手引

きとも整合性がとれるように配慮した。 

バソプレシン分泌異常症については、体重に基

づいた多尿の定義、小児における多尿の定義、

SIADHにおける尿浸透圧の基準、中枢性尿崩症の診

断に用いる高張食塩水負荷試験と水制限試験の注

意点、高ナトリウム血症を呈する場合の腎性尿崩

症の診断等に配慮した診断基準改定版を作成した。

特に脱水が高度で負荷試験を行うことが困難な場

合も想定して、診断基準を改訂した。治療において

は、SIADHの低ナトリウム血症の補正に際して急激

に血清ナトリウム濃度が上昇した際には血清ナト

リウム濃度を再度低下させることを推奨する指針

を加えた。 

偶発的下垂体腫瘍については、従来の偶発的下

垂体腫瘍（インシデンタローマ）の診療ガイドライ

ンでは下垂体腺腫のみを対象としていた。しかし

下垂体部にはラトケ嚢胞に代表される嚢胞性病変

や、他の下垂体疾患も多いため、今回はこれらの病

変も対象とした。偶発的下垂体腫瘍（インシデンタ

ローマ）の対象は腫瘍性病変、腫瘍類似疾患、およ

び非腫瘍性疾患と多岐にわたるため、疾患の一覧

表を作成した。 

下垂体腺腫に関する手術適応は従来と変更点は

なかった。一方、経過観察を行う場合、若年者の増

殖能の高い下垂体腺腫や、下垂体腺腫以外の悪性

腫瘍の可能性もあることから、当初3ヶ月後にも画

像、および内分泌機能の検査を行うこととした。ま

た、進行性の下垂体機能低下症がある場合には手

術を考慮することと記載した。また、下垂体機能低

下症がある場合には適切な補充療法を行うことと

明記した。 

最後に日本脳ドック学会からも無症候性脳腫瘍に

関するガイドラインがでており、これと大きな相違

がないことを確認した。 

 リンパ球性下垂体前葉炎、リンパ球性漏斗下垂

体後葉炎、リンパ球性汎下垂体炎それぞれについ

て、画像検査および病理所見で異常を呈する部位

を明示し、診断基準を明確にした。 

 これまで（参考）としていたIgG4関連下垂体炎に

ついて、諸外国の診断基準およびIgG4関連疾患（指

定難病300）の診断基準を参考にしつつ、新たに診

断と治療の手引きを作成した。 

改訂版は日本内分泌学会の承認を経て公表した。 
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Ｄ．考察 間脳下垂体疾患の診療ガイドラインを策定す

るためには、内科、小児科、脳外科、婦人科など、

多くの領域における専門家の意見を集約する必要

がある。今年度に日本内分泌学会における承認を経

て、公表された診療ガイドラインは多くの領域の専

門家の意見を十分に反映したものとなった。 

 

 

Ｅ．結論 

 間脳下垂体疾患および腎性尿崩症の診療ガイド

ラインの策定・改訂を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

別紙 4参照 

 

2. 学会発表 

別紙 5参照 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

 該当なし 

 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 

 3.その他 

 該当なし
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髙木博史、
有馬寛 

下垂体後葉の検査
法 

南学正臣 内科学書第9
版 

中山書店 東京 2019 62-63 

岩 間 信 太
郎、有馬寛 

 

下垂体後葉疾患 南学正臣 内科学書第9
版 

中山書店 東京 2019 63-68 

高橋 裕 成人成長ホルモン
分泌不全症 

 内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 52-53 

井口元三、
高橋 裕 

下垂体前葉機能低
下症 

 内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 47-52 

福岡秀規、
高橋 裕 

下垂体前葉機能亢
進症 

 内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 38-47 

福岡秀規、
高橋 裕 

下垂体腫瘍  内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 53-56 

井口元三、
高橋 裕 

empty sella症候
群  

 内科学書改訂
第9版  

中山書店 東京 2019 56-57 

井口元三、
高橋 裕 

自己免疫性下垂体
炎  

 内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 57-59 

 

高橋 裕 成長発達障害  内科学書改訂
第9版 

中山書店 東京 2019 57-59 

高橋 裕 無月経・乳汁漏出
症候群 

 今日の治療指
針 

医学書院 東京 2020 801 

高橋 裕 内科学 下垂体前
葉機能低下症 

  朝倉書店 東京 2020  

高橋 裕 内科学 下垂体前
葉ホルモン単独欠
損症 

  朝倉書店 東京 2020  

高橋 裕 内科学 先端巨大
症 

  朝倉書店 東京 2020  

高橋 裕 下垂体機能低下症 

 

 今日の疾患辞
典 

プレシジ
ョン 

 2020  
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高橋 裕 ACTH単独欠損症  今日の疾患辞

典 

プレシジ

ョン 
 2020  

高橋 裕 成長ホルモン分泌

不全性低身長症 
 今日の疾患辞

典 

プレシジ

ョン 
 2020  

高橋 裕 シーハン症候群  今日の疾患辞

典 

プレシジ

ョン 
 2020  

蔭 山  和
則、大門 
眞 

下垂体前葉の構造
と機能 

 内科学書第9
版 

中山書店 東京 2019 

 

34 

蔭 山  和
則、大門 
眞 

下垂体前葉の機
能検査法 

 内科学書第 9

版 

中山書店 東京 2019 35-38 

沖 隆 多発性自己免疫症
候群 

 内科学書 第
9版 

中山書店 東京 2019 34 

蔭 山  和
則、大門 
眞 

下垂体前葉の構造
と機能 

 内科学書 第

9 版 
中山書店 東京 2019 34 

蔭 山  和
則、大門 
眞 

下垂体前葉の機能
検査法 

 内科学書 第

9 版 
中山書店 東京 2019 35-38 

岩 間 信 太
郎、有馬寛 

下垂体炎 横手幸太郎 内分泌疾患診
療ハンドブッ
ク 

中外医学
社 

東京 2018 160-168 

高木博史、
有馬寛 

中枢性尿崩症  別冊 日本臨
床 内分泌症
候群(第3版) 

日本臨牀
社 

東京 2019 188-192 

水野晴夫 成長期の低身長は
病気ですか？体質
ですか？ 

鈴木敦詞 こんな時どう
すれば!? 内
分泌・脂質・尿
酸コンサルタ
ント 

金芳堂 京都 2018 94-99 

廣畑倫生、
大山健一、
松野彰 

脳腫瘍のゲノムと
エピゲノム  家族
性腫瘍  MEN（多発
性内分泌腫瘍症） 

 Clinical 
Neuroscience 

中外医学
社 

東京 2018 616-7 

廣畑倫生、
松野彰 

Ⅲ．疾患別各論 
A.脳疾患 19.下
垂体腫瘍 

 

水澤英洋、
山口修平、
園生雅弘 

神経疾患 最
新 の 治 療 
2018-2020 

南江堂 東京 2018 163-5 
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大山健一、
松野彰 

第６章 視床下
部・下垂体疾患 
11胚細胞腫瘍 

日本内分泌
学会 

内分泌代謝科
専門医研修ガ
イドブック 

診断と治
療社 

東京 2018 231-2 

岩﨑泰正 無月経・乳汁漏出
症候群 

日本内分泌
学会 

今日の治療指
針2019年版  

医 学 書
院.  

東京 2018 786-
787. 

岩﨑泰正 内分泌機能検査総
論 

日本内分泌
学会 

内分泌代謝専
門医研修ガイ
ドブック  

診断と治
療社  

東京 2018 150-151 

Iguchi G, 
Bando H, 
Takahashi 
Y 

A novel clinical en
tity of autoimmune
 endocrinopathy: A
nti-PIT-1 antibody 
syndrome 

Savino W, 
Guaraldi F 

Endocrine Im
munology 

Karger Basel 2017 76-83 

Iguchi G, 
Takahashi 
Y 

Emerging pathophy
siology of hypopitu
itarism 

Berhardt R
V 

Advances in 
Medicine and 
Biology 

Nova Sci
ence 

New Yor
k 

2017 95-108 

島津 章 クッシング病 猿田享男，
北村惣一郎
監修 

1336専門家に
よる私の治療
 2017-2018年
度版 

日本医事
新報社 

東京 2017 734-735 

島津 章 先端巨大症 猿田享男，
北村惣一郎
監修 

1336専門家に
よる私の治療
 2017-2018年
度版 

日本医事
新報社 

東京 2017 735-736 

島津 章 下垂体の画像診断
に必要な内分泌内
科的知識 

三木幸雄，
佐藤典子編
集 

下垂体の画像
診断 

メディカ
ルビュー
社 

東京 2017 1-11 

島津 章 成長ホルモン（G
H） 分泌不全症 

福井次矢、
高木誠、小
室一成総編
修 

今日の治療指
針2018年度版
－私はこう治
療している 

医学書院 東京 2018 766 

神 崎  晋
横谷 進 

ヌーナン症候群に
おける低身長に対
するGH治療上の
注意 

「ヌーナン
症候群のマ
ネ ジ メ ン
ト」編集委
員会 

ヌーナン症候
群のマネジメ
ント 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2017 59-62 

神崎 晋 事後処置の実際 成長曲線普
及推進委員
会 

成長曲線活用
の実際 

日本学校
保健会 

東京 2018 85-89 
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神崎 晋 内分泌学的治療 神崎 晋 
深見真紀 

SHOX異常症 診断と治
療社 

東京 2017 30-33 

服部 裕次
郎、田原 
重志. 

【視床下部と下垂
体-神経内分泌の
最新情報】 内分泌
機能障害の診断と
治療 SIADH(SIA
D)(解説/特集) 

水澤英洋、

鈴木則宏、

宇川義一、

齊藤延人、

小林靖、 
北澤茂 

Clinical Neu
roscience 

中外医学
社 

東京 2017 422-6 

服部 裕次
郎、田原 
重志. 

特集 機能性内分
泌疾患に対する外
科治療と内科治療
  クッシング病：
外科治療 

門脇孝 
佐倉宏、 
竹内靖博、

綿田裕孝、

山内敏正 

 

内分泌・糖尿
病・代謝内科 

科学評論
社 

東京 2017 312-9 

萩原大輔、
有馬寛 

ADH不適切分泌症
候群 1336専門家
による私の治療 

猿田亨男 

北村惣一朗 

1336専門家に
よる私の治療
 2017-2018年
度版 

日本医事
新報社 

東京 2017 737 

萩原大輔、
有馬寛 

ADH不適切分泌症
候群 1336専門家
による私の治療 

猿 

田亨男 

北村惣一朗 

1336専門家に
よる私の治療
 2017-2018年
度版 

日本医事
新報社 

東京 2017 738 

有馬寛 抗利尿ホルモン
（バソプレシン） 

赤水尚史 ホルモンのし
くみ 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2017 18 

   
                                                                                              
      雑誌                                                                                     

 発表者氏名  論文タイトル名  発表誌名  巻号  ページ   出版年 

有馬寛、井野元智恵、岩崎泰正、
大月道夫、沖隆、蔭山和則、神
崎晋、菅原明、杉野法広、椙村
益久、高野幸路、高橋裕、田原
重志、中里雅光、西岡宏、堀川
玲子、松野彰、水野晴夫、柳瀬
俊彦、山田正信、横山徹爾 

間脳下垂体機能障
害の診断と治療の
手引き（平成30年度
改訂） 

日本内分泌学会
誌 

95 (Su
ppl.) 

1-60 2019 

有馬寛、赤水尚史、今川彰久、
蔭山和則、大月道夫、有安宏之、
稲葉秀文、槙田紀子、岩間信太
郎 

免疫チェックポイ
ント阻害薬による
内分泌障害の診療
ガイドライン 

日本内分泌学会
誌 

94(Sup
pl.) 

1-11 2018 
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岩間信太郎、有馬寛 私の治療 免疫チ
ェックポイント阻
害薬による内分泌
代謝異常 

週刊日本醫事新
報 

4959 42-43 2019 

小林朋子、岩間信太郎、有馬寛 免疫チェックポイ
ント阻害薬による
下垂体障害 

内分泌・糖尿病・
代謝内科 

49(2) 80-84 2019 

有馬寛、小林朋子、岩間信太郎 免疫チェックポイ
ント阻害薬－内分
泌関連の副作用と
その対策 

日本内科学会雑
誌 

108(9) 1788-1792 2019 

岩間信太郎、有馬寛 免疫チェックポイ
ント阻害薬による
内分泌障害の診療
ガイドラインのポ
イント 

Medical Practice 37(1) 38-44 2020 

高橋 裕 間脳下垂体疾患に
おけるトランジシ
ョン-成人科の立場
から- 

最新医学 74 637-641 2019 

高橋 裕 内科学 下垂体前
葉機能低下症  

    

Kanie K, Bando H, Iguchi G, 
Muguruma K, Matsumoto R, Hi
daka-Takeno R, Okimura Y, Ya
mamoto M, Fujita Y, Fukuoka 
H, Yoshida K, Suda K, Nishiza
wa H, Ogawa W, Takahashi Y. 

Pathogenesis of anti
-PIT-1 antibody syn
drome: PIT-1 prese
ntation by HLA cla
ss I on anterior pit
uitary cells. 

J Endocr Soc 3(11) 1969-1978 2019 

Mukai J, Mori S, Katsumori-Yo
shimura Y, Takeshige R, Tabata
 T, Imada H, Shimoura H, Tak
ahashi H, Takahashi Y, Hirata 
KI 

Acute Adrenal Insuf
ficiency precipitated 
by discontinuation o
f a betamethasone a
nd dextrochlorphenir
amine combination: 
diagnostic utility of 
echocardiographic as
sessment of systemi
c vascular resistance 

Internal Med 58(14) 2045-2049 2019 
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Hozumi K, Fukuoka H, Odake 
Y, Takeuchi T, Uehara T, Sato 
T, Inoshita N, Yoshida K, Mats
umoto R, Bando H, Hirota Y, I
guchi G, Taniguchi M, Otsuki 
N, Nishigori C, Kosaki K, Hase
gawa T, Ogawa W, Takahashi 
Y. 

Acromegaly caused 
by a somatotroph a
denoma in patient 
with NF1 

Endocri J 66 853-857 2019 

Komada H, Hirota Y, Sou A, N
akamura T, Okuno Y, Fukuoka 
H, Iguchi G, Takahashi Y, Saka
guchi K, Ogawa W. 

Insulin secretion an
d sensitivity before 
and after surgical tr
eatment for aldoster
one-producing aden
oma 

Diabetes Metab  doi: 10.10
16/j.diabet 

2019 

Matsumoto R, Suga H, Aoi T, 
Bando H, Fukuoka H, Iguchi G,
 Narumi S, Hasegawa T, Mugur
uma K, Ogawa W, Takahashi Y 
 
 

 

Congenital pituitary 
hypoplasia model d
emonstrates hypotha
lamic OTX2 regulat
ion of pituitary pro
genitor cells 

J Clin Invest 130(2) 641-654 2020 

Soga A, Fukuda I, Kobayashi S, 
Tahara S, Morita A, Sugihara H 

Preoperative growth 
hormone (GH) peak 
values during a GH 
releasing peptide-2 te
st reflect the severity
 of hypopituitarism a
nd the postoperative 
recovery of GH secr
etion in patients with
 non-functioning pitu
itary adenomas 

Endocr J 67(2) 167-175 2020 

Takagi H, Iwama S, Sugimura Y,
 Takahashi Y, Oki Y, Akamizu 
T, Arima H 

Diagnosis and treatm
ent of autoimmune a
nd IgG4-related hypo
physitis: Clinical gui
delines of the Japan 
Endocrine Society 

Endocri J 67(4) 373-378 2020 
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Suda K, Fukuoka H, Yamazaki 
Y, Shigemura K, Mukai M, Odak
e Y, Matsumoto R, Bnado H, Ta
kahashi M, Iguchi G, Fujisawa 
M, Oka M, Ono Katsuhiko, Chih
ara K, Sasano H, Ogawa W, Tak
ahashi Y. 

Cardiac myxoma cau
sed by fumarate hyd
ratase gene deletion 
in patients with corti
sol-secreting adrenoc
ortical adenoma 

J Clin Endocrinol
 Metab 

105(6) doi: 10.12
10/clinem/
dgaa163. 

2020 

Yamamoto M, Iguchi G, Bando 
H, Kanie K, Hidaka-Takeno R, 
Fukuoka H, Takahashi Y 

Automimmune pituita
ry disease-New conc
epts with clinical im
plications 

Endocri Rev 41 1-12 2020 

Takahashi Y Autoimmune hypopit
uitarism: novel mech
anistic insights 

Eur J Endorinol 182(4) doi: 10.15
30/EJE-19-
1051 

2020 

Hattori Y, Tahara S, Aso S, Mats
ui H, Fushimi K, Yasunaga H, M
orita A. 

Pituitary surgery's ep
idemiology using a n
ational inpatient data
base in Japan 

Acta Neurochir  doi: 10.10
07/s00701-
020-04270
-4 

2020 

Collett-Solberg PF, Ambler G, Ba
ckeljauw PF, Bidlingmaier M, Bil
ler BMK, Boguszewski MCS, Ch
eung PT, Choong CSY, Cohen L
E, Cohen P, Dauber A, Deal CL, 
Gong C, Hasegawa Y, Hoffman 
AR, Hofman PL, Horikawa R, Jor
ge AAL, Juul A, Kamenický P, 
Khadilkar V, Kopchick JJ, Kriströ
m B, Lopes MLA, Luo X, Miller
 BS, Misra M, Netchine I, Radov
ick S, Ranke MB, Rogol AD, Ro
senfeld RG, Saenger P, Wit JM, 
Woelfle J 

Genetics, and Therap
y of Short Stature in
 Children 

A Growth Hormo
ne Research Socie
ty International P
erspective 

92(1) 1-14 2019 
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Bangalore Krishna K, Fuqua JS, 
Rogol AD, Klein KO, Popovic J, 
Houk CP, Charmandari E, Lee P
A, Freire AV, Ropelato MG, Yaz
id Jalaludin M, Mbogo J, Kanaka
-Gantenbein C, Luo X, Eugster E
A, Klein KO, Vogiatzi MG, Reifs
chneider K, Bamba V, Garcia Ru
daz C, Kaplowitz P, Backeljauw 
P, Allen DB, Palmert MR, Harrin
gton J, Guerra-Junior G, Stanley 
T, Torres Tamayo M, Miranda L
ora AL, Bajpai A, Silverman LA,
 Miller BS, Dayal A, Horikawa 
R, Oberfield S, Rogol AD, Tajim
a T, Popovic J, Witchel SF, Rose
nthal SM, Finlayson C, Hannema 
SE, Castilla-Peon MF, Mericq V, 
Medina Bravo PG 

Use of Gonadotropin
-Releasing Hormone 
Analogs in Children: 
Update by an Interna
tional Consortium 

Horm Res Paedia
tr 

7(18) 1-16 2019 

Ogushi K, Hattori A, Suzuki E,
 Shima H, Izawa M, Yagasaki 
H, Horikawa R, Uetake K, Ume
zawa A, Ishii T, Muroya K, Na
mba N, Tanaka T, Hirano Y, Y
amamoto H, Soneda S, Matsuba
ra K, Kagami M, Miyado M, F
ukami M 

DNA Methylation St
atus of SHOX-Flanki
ng CpG Islands in H
ealthy Individuals an
d Short StaturePatien
ts with Pseudoautoso
mal Copy Number V
ariations 

Cytogenet Geno
me Res 

158(2) 56-62 2019 

Hattori A, Okamura K, Terada 
Y, Tanaka R, Katoh-Fukui Y, 
Matsubara Y, Matsubara K, Ka
gami M, Horikawa R, Fukami 
M 

Transient multifoca
l genomic crisis creat
ing chromothriptic a
nd non-chromothripti
crearrangements in p
rezygotictesticular ge
rm cells 

BMC Med Geno
mics 

12(1) 77 2019 

Yoshii K, Matsumoto H, Hirasa
wa K, Sakauchi M, Hara H, Ito
 S, Osawa M, Fukami M, Horik
awa R, Nagata S 

Microdeletion in Xq
28 with a polymorph
ic inversion ina patie
nt with FLNA-associ
ated progressivelun
g disease 

Respir Investig 57(4) 395-398 2019 
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Numakura C, Tamiya G, Ueki 
M, Okada T, Maisawa SI, Koji
ma-Ishii K, Murakami J, Horika
wa R, Tokuhara D, Ito K, Ada
chi M, Abiko T, Mitsui T, Hay
asaka K 

Growth impairment 
in individuals with 
citrin deficiency 

J Inherit Metab 
Dis 

42(3) 501-508 2019 

 

Dateki S, Watanabe S, Mishima
 H, Shirakawa T, Morikawa M,
 Kinoshita E, Yoshiura KI, Mor
iuchi H 

A homozygous spli
ce site ROBO1 mut
ation in a patient 
with a novel syndr
ome with combined
 pituitary hormone 
deficiency 

J Hum Genet 64(4) 341-346 2019 

 

Nakajima Y, Yamada S, Nishiki
do A, Katano-Toki A, Ishida E,
 Akuzawa M, Sakamaki K, Ya
mada E, Saito T, Ozawa A, Ok
ada S, Shimomura Y, Kobayash
i I, Andou Y, Yamada M 

Influence of Smoki
ng on Thyroid Fun
ction in Japanese S
ubjects: Longitudina
l Study for One Ye
ar of On-Off Smok
ing 

J Endocr Soc 3(12) 2385-2396 2019 

Sugisawa C, Takamizawa T, Ab
e K, Hasegawa T, Shiga K, Su
gawara H, Ohsugi K, Muroya 
K, Asakura Y, Adachi M, Daits
u T, Numakura C, Koike A, Ts
ubaki J, Kitsuda K, Matsuura 
N, Taniyama M, Ishii S, Satoh 
T, Yamada M, Narumi S 

Genetics of Congen
ital Isolated TSH D
eficiency: Mutation 
Screening of the K
nown Causative Ge
nes and a Literatur
e Review 

J Clin Endocrino
l Metab 

104(12) 6229-6237 2019  

Takamizawa T, Horiguchi K, N
akajima Y, Okamura T, Ishida 
E, Matsumoto S, Yoshino S, Y
amada E, Saitoh T, Ozawa A, 
Tosaka M, Yamada S, Yamada 
M 

Central Hypothyroid
ism Related to Pitu
itary Adenomas: Lo
w Incidence of Cen
tral Hypothyroidism 
in Patients With Ac
romegaly 

J Clin Endocrino
l Metab 

104(5) 1637-1644 2019  
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Mukai K, Otsuki M, Tamada 
D, Kitamura T, Hayashi R, Sai
ki A, Goto Y, Arita H, Oshino 
S, Morii E, Saitoh Y, Shimomu
ra I 

Clinical characteristi
cs of acromegalic p
atients with paradox
ical growth hormon
e response to oral 
glucose load 

J Clin Endocrino
l Metab 

160(3) 504-521 2019  

Hayashi R, Okuno Y, Mukai K,
 Kitamura T, Hayakawa T, Ono
dera T, Murata M, Fukuhara A,
 Imamura R, Miyagawa Y, Non
omura N, Otsuki M, Shimomur
a I 

Adipocyte GR Inhi
bits Healthy Adipos
e Expansion Throug
h Multiple Mechani
sms in Cushing Sy
ndrome 

Endocrinology 160(3) 504-521 2019  

Arima H, Iwama S, Inaba H, A
riyasu H, Makita N, Otsuki M, 
Kageyama K, Imagawa A, Aka
mizu T:  

Management of im
mune-related advers
e events in endocri
ne organs induced 
by immune checkpo
int inhibitors: clinic
al guidelines of the 
Japan Endocrine So
ciety 

Endocr J 66(7) 581-586 2019  

Hayashi R, Tamada D, Murata 
M, Kitamura T, Mukai K, Mae
da N, Otsuki M, Shimomura I 

Glucocorticoid repla
cement affects seru
m adiponectin level
s and HDL-C in pa
tients with secondar
y adrenal insufficie
ncy 

J Clin Endocrino
l Metab 

104(12) 5814-5822 2019 

Nakahara K, Maruyama K, Ens
ho T, Mori K, Miyazato M, Ka
ngawa K, Uemura R, Sakoda 
H, Nakazato M, Murakami N 

Neuromedin U supp
resses prolactin secr
etion via dopamine 
neurons of the arcu
ate nucleus 

Biochem Biophy
s Res Commun 

521(2) 521-526 2020  
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Tamura H, Yoshida H, Kikuchi 
H, Josaki M, Mihara Y, Shirafu
ta Y, Shinagawa M, Tamura I, 
Taketani T, Takasaki A, Sugino 
N 

The clinical outcom
e of Dienogest treat
ment followed by i
n vitro fertilization 
and embryo transfer
 in infertile women 
with endometriosis 

J Ovarian Res 12(1) 123 2019 

Sato S, Maekawa R, Tamura I, 
Shirafuta Y, Shinagawa M, Asa
da H, Taketani T, Tamura H, S
ugino N 

SATB2 and NGR1: 
potential upstream r
egulatory factors in 
uterine leiomyomas 

J Assist Reprod 
Genet 

36(11) 2385-2397 2019 

Maekawa R, Tamura I, Shinaga
wa M, Mihara Y, Sato S, Okad
a M, Taketani T, Tamura H, Su
gino N 

Genome-wide DNA 
methylation analysis
 revealed stable D
NA methylation stat
us during decidualiz
ation in human end
ometrial stromal cel
ls 

BMC Genomics  20 324 2019 

Mukai K, Otsuki M, Tamada 
D, Kitamura T, Hayashi R, Sai
ki A, Goto Y, Arita H, Oshino 
S, Morii E, Saitoh Y, Shimomu
ra I 

Clinical characteristi
cs of acromegalic p
atients with paradox
ical growth hormon
e response to oral 
glucose load 

J Clin Endocrino
l Metab 

104(5) 1637-1644 

 

2019  

Hayashi R, Okuno Y, Mukai K,
 Kitamura T, Hayakawa T, Ono
dera T, Murata M, Fukuhara A,
 Imamura R, Miyagawa Y, Non
omura N, Otsuki M, Shimomur
a I: 

Adipocyte GR Inhi
bits Healthy Adipos
e Expansion Throug
h Multiple Mechani
sms in Cushing Sy
ndrome 

Endocrinology 160(3) 504-521 2019  
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Arima H, Iwama S, Inaba H, A
riyasu H, Makita N, Otsuki M, 
Kageyama K, Imagawa A, Aka
mizu T 

Management of im
mune-related advers
e events in endocri
ne organs induced 
by immune checkpo
int inhibitors: clinic
al guidelines of the 
Japan Endocrine So
ciety 

Endocr J 66(7) 581-586 2019  

Hayashi R, Tamada D, Murata 
M, Kitamura T, Mukai K, Mae
da N, Otsuki M, Shimomura I 

Glucocorticoid repla
cement affects seru
m adiponectin level
s and HDL-C in pa
tients with secondar
y adrenal insufficie
ncy 

J Clin Endocrino
l Metab 

104(12) 5814-5822 2019  

土持若葉，山口秀樹，田中友梨，
清水浩一郎，長嶺和弘，米川忠
人，中里雅光 

下垂体腫大を来し
た甲状腺分化癌2例
の臨床像 

日本内分泌学会
雑誌 

95 54-57 
 
 

2019  

Kageyama K, Asari Y, Sugimot
o Y, Niioka K, Daimon M 

Ubiquitin-specific pr
otease 8 inhibitor s
uppresses adrenocor
ticotropic hormone 
production and corti
cotroph tumor cell 
proliferation 

Endocr J 67(2) 177-184 2020 

Kageyama K, Kinoshita N, Teru
i K, Moriyama T, Kudo T, Dai
mon M 

Two cases of hypo
pituitarism caused b
y intrasellar aneurys
m 

Intern Med 59(5) 677-681 2020 

Asari Y, Kageyama K, Sugiyam
a A, Kogawa H, Niioka K, Dai
mon M. 

Lapatinib decreases 
the ACTH producti
on and proliferation
 of corticotroph tu
mor cells 

Endocr J 66(6) 515-522 2019 
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Tamura H, Yoshida H, Kikuchi 
H, Josaki M, Mihara Y, Shirafu
ta Y, Shinagawa M, Tamura I, 
Taketani T, Takasaki A, Sugino 
N 

The clinical outcom
e of Dienogest treat
ment followed by i
n vitro fertilization 
and embryo transfer
 in infertile women 
with endometriosis 

J Ov Res 12 123 2019 

Sato S, Maekawa R, Tamura I, 
Shirafuta Y, Shinagawa M, Asa
da H, Taketani T, Tamura H, S
ugino N 

SATB2 and NGR1: 
potential upstream r
egulatory factors in 
uterine leiomyomas 

J Assit Reprod 
Genet  

36(11) 

 

2385-2397 2019 

Maekawa R, Tamura I, Shinaga
wa M, Mihara Y, Sato S, Okad
a M, Taketani T, Tamura H, Su
gino N 

Genome-wide DNA 
methylation analysis
 revealed stable D
NA methylation stat
us during decidualiz
ation in human end
ometrial stromal cel
ls 

BMC Genomics 
2019 

20 324 2019 

Dateki S, Watanabe S, Mishima
 H, Shirakawa T, Morikawa M,
 Kinoshita E, Yoshiura KI, Mor
iuchi H 

A homozygous spli
ce site ROBO1 mut
ation in a patient 
with a novel syndr
ome with combined
 pituitary hormone 
deficiency 

J Hum Genet  64 341-346 2019 

Kano M, Suga H, Ishihara T, S
akakibara M, Soen M, Yamada 
T, Ozaki H, Mitsumoto K, Kas
ai T, Sugiyama M, Onoue T, T
sunekawa T, Takagi H, Hagiwar
a D, Ito Y, Iwama S, Goto M, 
Banno R, Arima H 

Tanycyte-Like Cells 
Derived From Mou
se Embryonic Stem 
Culture Show Hypo
thalamic Neural Ste
m/Progenitor Cell F
unctions 

Endocrinology 160(7) 1701-1718 

 

2019  
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Mitsumoto K, Suga H, Sakakib
ara M, Soen M, Yamada T, Oz
aki H, Nagai T, Kano M, Kasai
 T, Ozone C, Ogawa K, Sugiya
ma M, Onoue T, Tsunekawa T,
 Takagi H, Hagiwara D, Ito Y, 
Iwama S, Goto M, Banno R, A
rima H 

Improved methods f
or the differentiatio
n of hypothalamic 
vasopressin neurons 
using mouse induce
d pluripotent stem 
cells 

Stem Cell Res 40 doi: 10.10
16/j.scr.20
19.101572 

2019  

Takagi H, Hagiwara D, Handa 
T, Sugiyama M, Onoue T, Tsun
ekawa T, Ito Y, Iwama S, Goto
 M, Suga H, Banno R, Takahas
hi K, Matsui S, Arima H 

Diagnosis of central
 diabetes insipidus 
using a vasopressin 
radioimmunoassay d
uring hypertonic sal
ine infusion 

Endocr J 67(3) 267-274 2020 

Kasai T, Suga H, Sakakibara 
M, Ozone C, Matsumoto R, Ka
no M, Mitsumoto K, Ogawa K,
 Kodani Y, Nagasaki H, Inoshit
a N, Sugiyama M, Onoue T, Ts
unekawa T, Ito Y, Takagi H, H
agiwara D, Iwama S, Goto M, 
Banno R, Takahashi J, Arima H 

Hypothalamic Contr
ibution to Pituitary 
Functions Is Recapi
tulated In Vitro Usi
ng 3D-Cultured Hu
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